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kcal/kg・℃

熱風発生機

乾燥炉
加熱炉
保温炉
熱処理炉

排気 外気

デミフィルタ P.43・44

吸排気4方向ダンパ P.25・26

乾燥炉
加熱炉
保温炉
熱処理炉

外気

FWフィルタ

TSK熱交換器 P.49・50

排気
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測定ポイント：吐出口配管条件 マルチドライヤ 高風圧タイプ HAS-17T
吐出風速（実測値） 吐出風量（計算値）

13m/s

12m/s

6m/s

25m/s

1.5㎥/min

1.4㎥/min

0.71㎥/min

0.3㎥/min

マルチドライヤ 標準タイプ HAS-12
吐出風速（実測値） 吐出風量（計算値）

13m/s

8.5m/s

3m/s

3m/s

1.5㎥/min

1.0㎥/min

0.35㎥/min

0.036㎥/min

Ａ ： ①配管施工無し

B ： ②ウルトラフレキホース
　　 UF50 5m ストレート
： ③ウルトラフレキホース
　　 UF50 5m 曲がり部6ヶ所
： ④ハイブローノズル
　　 25AL-200-1-S1

C

D

5㎥/min循環風量

循環温度
（回収温度）
削減

電力消費量

40℃

約2kW/h

80℃

約5kW/h

120℃

約7.5kW/h

10㎥/min

40℃

約4kW/h

80℃

約10kW/h

120℃

約15kW/h

15㎥/min

40℃

約6kW/h

80℃

約15kW/h

120℃

約23kW/h

※マルチドライヤ高風圧タイプHAS-17Tの詳細はカタログNo.2をご参照ください。

マルチドライヤ高風圧タイプとマルチドライヤ標準タイプの比較テスト

マルチドライヤ 高風圧タイプ
ＨＡＳ-１7Ｔ

マルチドライヤ  標準タイプ
ＨＡＳ-１2

◆ マルチドライヤ高風圧タイプ ＨＡＳ-１7Ｔとマルチドライヤ標準タイプ ＨＡＳ-１2にて、同じ吐出　 
風速時に同じ配管を施工した場合の配管出口での吐出風速の比較をおこなっています（実測値）。

① 吐出口配管施工無し

② 吐出口配管：ウルトラフレキホース UF50 5m ストレート

③ 吐出口配管：ウルトラフレキホース UF50 5m 曲がり部6ヶ所

④ 吐出口にハイブローノズル 25AL-200-1-S1（スリット長さ200㎜×スリット幅1.0㎜）を接続

熱風循環による省エネ（電力消費量の削減）

基本的な熱風循環システム 熱交換器を使用した熱風循環システム

◆ 乾燥、加熱工程において、熱風循環システムを導入することにより、大幅な省エネとなります。
　 排気熱に爆発性溶剤、多量の水蒸気が含まれている場合でも、TSK熱交換器を使用することで、
　 有効に排気熱を再利用できます。

熱風循環による電力消費量削減例

《削減電気料金の算出》
削減電力消費量（kW/h）×契約電気料金（￥/kWh）×使用時間（h/日）×使用日数（日/月）＝月々の削減電気料金

《CO₂排出量の算出》

（2021年度 関西電力管轄地区）
削減電力消費量（kW/h）×0.311㎏-CO₂×使用時間（h/日）×使用日数（日/月）＝月々の削減CO₂排出量（㎏-CO₂）

●一般的な水分乾燥や、引火、爆発を伴わない比較的少量の
　油分、溶剤乾燥

外気温度：20℃

●引火、爆発を伴う危険物の乾燥、加熱
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HAS-17T HAS-12




